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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　
抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
翌
月
の
二
十

日
に
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

 
 

　 
 

　
チ
ャ
レ
ン
ジ

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　
カ
ギ
を
解
き
、二
重
ワ
ク
に
入

る
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き
る

言
葉
は
何
？

〔
タ
テ
の
キ
ー
〕 

①
元
素
記
号
は

Ｚ
ｎ
　
②
軌
を
○
○
に
す
る
　

〔ヨコのキー〕

①１本の傘に男
女二人 ⑥図書
館の　　　室
⑦　　　の名店
です ⑨○○に
もかけず過ぎ去

５

る ⑩音読みと○
○読み ⑪庭園の
礼拝する所に置
く平らで大きな
石 ⑬○○ともす
んとも言わぬ ⑭
ホテルを

１１

当
選
者
の
発
表
！

　
１
３
０
号
・
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え
は
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」

で
し
た
。　
当
選
者
が
抽
選
で
決
定

し
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。当
選
を
逃
し
た
方
も
ド
ン
ド
ン

挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

《
当
選
者
》

　
　
　
村
上
　
久
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
室
戸
市
職
労
）

　 
　 

濱
渦
　
佳
汝
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　（
安
芸
教
組
）

　
　
　
杉
本
　
武
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
労
働
）

祝
③
　
　
　
に
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
か
け

る
　
④
１
フ
ィ
ー
ト
＝
１
２
　
　

　
　
⑤
空
振
り
　
　
　
、
ア
ウ

ト
！
　
⑧
建
物
、
家
屋
　
⑨
入
試

　
　
　
者
　
⑪
凸
の
対
　
⑫
愛
媛

県
の
旧
名

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

２

７

３

６

１０

分
か
っ
た
な
国
民
オ
マ
エ
助
け
な
い

　
　
　          

　                

　
（源
朝
光
）

時
事
川
柳
募
集
中

１４

９

県労連

H P をリニューアル！

『高知県労連』 で検索ください。

携帯用サイトはこちら↓

携帯からのご相談もフリーダイヤルで

無料です。 お気軽にご覧下さい。

原
発
の
安
全
評
価
ゆ
れ
に
ゆ
れ

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
（源
朝
光
）

福
島
を
フ
ク
シ
マ
に
変
え
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　 

（唐
平
）

１２

政
局
の
廻
り
舞
台
に
放
っ
と
か
れ

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
　
（幸
泉
）

時
事
川
柳
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針路

県労連第24回定期大会

労
働
局
要
請･

ハ
ン
ス
ト
を
実
施

１ ４

８

１３

おたより

紹　介
全労働高知支部

　近い将来に起こると言われている南海地震に対

し、今回の東日本地震を教訓にして十分な備えが

必要だと考えます。

安芸教組　

　一次産業の重要性を常日頃感じています。一次

産業で生計がたてられるそんな地域づくりをしてい

かなければと思います。

原
水
爆
世
界
大
会
（
長
崎
）

核兵器のない
平和で公正な社会を

世界から、日本全国の草の根から、

被爆地ナガサキに大集合！

世界大会-ナガサキ　８月７日～９日

　７日の開会、 ９日の閉会総会では、 国際政治

の前線に経つ非核 ・ 非同盟国の政府代表、 世界

の反核運動代表、 被爆者、 そして日本全国の代

表がメインスピーチを行います。

　参加をご希望される方は県労連、 または加盟組

織へご連絡下さい。

こ
そ
こ
そ
と
九
十
六
条
い
じ
り
出
す

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
　
（幸
泉
）

　
七
月
四
日
、
最
低
賃
金
の
全
国
一
律
一
〇
〇
〇
円
以
上
へ
の
引
き
上
げ

を
目
指
す

『最
賃
デ
ー
』
一
日
行
動
を
実
施
し
、
労
働
局
へ
の
申
し
入

れ
や
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
で
の
座
り
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

　　
ま
ず
、
八
時
三
十
分
か
ら
労
働
局
前

で
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
西
山
執
行

委
員
長
は
『あ
る
大
企
業
の
役
員
報
酬

は
九
億
円
以
上
、
一
日
に
換
算
す
る
と

二
五
〇
万
円
近
く
に
の
ぼ
る
。
一
般
の

労
働
者
と
の
間
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
格
差

が
あ
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
』
と
述
べ
、

格
差
を
拡
大
す
る
資
本
主
義
の
構
造
に

苦
言
を
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
知
一

般
、
自
治
労
連
、
県
国
公
が
、
産
別

で
働
く
労
働
者
を
取
り
巻
く
実
態
と
、

最
賃
引
き
上
げ
へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

　
「
合
併
の
裏
で
残
り
し
ゲ

ン
シ
の
村
」。
口
に
出
た
句

の
村
は
村
で
も
利
益
で
結

び
つ
い
た
村
。
ゲ
ン
シ
は
原

始
で
は
な
く
原
子
▲
厄
介

な
こ
と
は
想
定
し
な
い
。
起
き
て
し
ま
っ

た
ら
隠
す
。
反
対
意
見
は
、
排
除
す

る
。
政
・
財
・
官
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
。

こ
の
接
着
剤
が
相
互
の
「移
動
」
（天
下

り
、
天
上
り
、
横
滑
り
）
。
「学
」
が

そ
れ
を
手
助
け
し
、
そ
こ
か
ら
御
用

（擁
護
派
）
『学
者
』
が
生
ま
れ
跋
扈
す

る
▲
労
働
条
件
は
国
際
標
準
で
み
る
必

要
が
あ
る
。
原
発
問
題
も
当
然
そ
う

だ
。
し
か
し
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（国
際
原
子
力

機
関
）
は
、
少
し

「眉
唾
」
が
必
要
。

核
兵
器
独
占
の
た
め
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（核
拡
散

防
止
条
約
）
体
制
維
持
の
裏
面
が
あ
る

か
ら
。
そ
し
て

「国
際
的
な
村
」
の
側

面
も
要
警
戒
▲
こ
れ
に
対
し
て
身
近
な

村
は
ど
う
か
。
昨
年
の
三
月
末
現
在
の

自
治
体
数
は
、
一
七
二
七
。
十
年
前
の

半
分
以
下
。
村
の
数
は
一
八
四
で
三
分

の
一
以
下
に
。
四
国
で
は
愛
媛
、
香
川

は
ゼ
ロ
。
徳
島
一
、
高
知
が
六
。
消
滅

の
危
機
に
あ
る
▲
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

の
一
つ
の
視
点
は
、
脱
原
発
と
と
も
に

地
域
。
十
の
電
力
会
社
の
地
域
独
占

を
別
の
企
業

「独
占
」
に
置
き
換
え
る

こ
と
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
内
橋
克

人
氏
が
唱
え
るF

E
C

＝F
o

o
d

、

E
nergy

、C
are

自
給
圏
構
想
は
傾
聴
に

値
す
る
。
国
の
責
任
と
地
域
の
視
点
の

重
要
性
は
、
復
興
と
同
じ
▲
な
く
す
べ

き
村
と
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
村
。
二

つ
の
村
が
あ
る
。
（田
）

最
賃
時
給
千
円
以
上
へ

最
賃

デ
ー

生
保
を
下
回
る
最
賃

　
労
働
局
申
し
入
れ
で
は
、
賃
金
室
長

が
対
応
し
ま
し
た
。
現
在
、
最
低
賃
金

と
生
活
保
護
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
、

労
働
局
側
と
県
労
連
側
の
主
張
が
対
立

し
て
お
り
、
厚
労
省
が
行
う
生
活
保
護

の
計
算
に
は
、
勤
労
必
要
経
費
（勤
労

控
除
）
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
実
際
に
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
計

算
す
る
と
、
最
低
賃
金
で
生
活
す
る
労

【日時】９月４日（日）

　　　１０時～１７時

【会場】高知城ホール

　　　　　　　　４Ｆ

労働局要請の様子

四万十市職労

　時事川柳も東日本大震災のものが多く、 最近は

自分自身震災のことが頭から離れることがありませ

ん。 遠く離れた地にいても今自分にできる、

援助を少しずつやっていけたらと考えていま

す。

働
者
が
生
活
保
護
を
受
給
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
関
し
、
賃
金

室
は

「様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
一

概
に
は
い
え
な
い
」
と
歯
切
れ
の
悪
い
回

答
に
終
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
央
と
地
域
の
審
議
会
は
独

立
し
て
い
る
と
し
な
が
ら
、
厚
労
省
の

目
安
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
中
小
企
業
への
支
援
策
と
し

て
、
相
談
窓
口
を
高
知
市
と
四
万
十

市
に
設
置
し
、
時
給
七
〇
〇
円
以
下
の

企
業
に
対
す
る
中
小
企
業
最
低
賃
金
引

上
げ
支
援
対
策
費
補
助
金
の
支
給
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
制
限

が
厳
し
く
、
四
月
の
実
施
か
ら
、
ま
だ

ど
の
企
業
も
助
成
金
を
活
用
し
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
、
中
小
零
細
企
業
への
経

営
支
援
策
の
抜
本
的
に
強
化
す
る
対
応

が
必
要
で
す
。

　
　
申
し
入
れ
後
に
は
、
は
り
ま
や
橋

交
差
点
で
宣
伝
を
行
い
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー

ド
で
座
り
込
み
を
行
い
ま
し
た
。
宣
伝

と
最
賃
引
き
上
げ
の
署
名
を
行
い
ま
し

た
。
「こ
れ
は
必
要
や
」
と
言
い
な
が
ら

署
名
を
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

最
賃
体
験
を
発
表

　
最
賃
デ
ー
最
後
の
取
り
組
み
は
、
青

年
部
が
実
施
し
た
最
賃
体
験
の
報
告
会

で
す
。
今
年
は
十
二
名
が
最
賃
体
験
へ

参
加
し
ま
し
た
。
最
賃
体
験
の
報
告
で

は
、
「最
賃
期
間
中
は
、
ほ
と
ん
ど
が
食

費
と
し
て
消
費
さ
れ
、
衣
服
な
ど
は
購

入
し
て
い
な
い
」
と
、
衣
・
食
・住
が
揃
っ

た
生
活
に
は
ほ
ど
遠
い
現
実
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
冠
婚
葬
祭
で
設
定

金
額
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
も
多
く
、
実
際
の
最
賃
生
活
者

は
冠
婚
葬
祭
な
ど
文
化
的
な
行
事
に
は

参
加
出
来
ず
、
人
間
関
係
も
疎
遠
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
と
の
報
告
も
さ

れ
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
八
日
に
は
県
労
連
が
最
賃

審
議
会
で
意
見
陳
述
を
行
い
ま
す
。
東

日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
っ
て
、
審
議

が
ず
れ
込
ん
で
い
く
可
能
性
も
あ
り
ま

す
の
で
、
動
向
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。
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伊
方
原
発
問
題･

四
電
へ
要
請

　

地
域
の
安
心
・
安
全
を
ど
う
守
る
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通
信
労
組･

全
動
労
争
議
団
か
ら
カ
ン
パ

社保協総会を開催

原水禁四国大会in新居浜

いの健四国セミナー

　
県
労
連
も
加
盟
す
る
、
国
民
大
運
動
高
知
県
実
行
委
員
会
は
６
月
２
１
日
、
四

国
電
力
高
知
支
店
に
伊
方
原
発
問
題
で
申
入
れ
を
行
い
、
地
震
へ
の
対
策
に
つ
い
て

も
抜
本
的
な
見
直
し
を
要
求
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
大
運
動
側
か
ら
の

「対
策
は
ど
れ
も
津
波
に
対
す
る
も
の
。

地
震
対
策
は
取
ら
れ
て
い
な
い
。
配
管

や
格
納
容
器
の
破
損
は
な
い
の
か
」と
の

問
い
に
は
、
「福
島
第
一
で
地
震
に
よ
る

破
損
が
あ
っ
た
等
の
新
た
な
知
見
が
で
れ

ば
、
対
応
す
る
」「五
七
〇
ガ
ル
を
想
定

し
安
全
を
確
認
し
て
い
る
」と
四
電
側
が

答
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

「高
知

大
の
岡
村
教
授
は
一
〇
〇
〇
ガ
ル
想
定

し
て
い
る
」
と
厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
への
転
換
に
つ
い
て
は
、

推
進
し
て
い
る
と
し
な
が
ら
も
、
「安
定

性
、
環
境
対
応
、
経
済
性
の
三
点
か
ら

原
子
力
が
一
番
適
合
し
て
い
る
」
と
答

え
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「こ
の
時

期
に
ま
だ
そ
う
い
う
姿
勢
な
の
は
問
題
。

廃
炉
費
用
、
事
故
補
償
な
ど
を
織
り

込
め
ば
、
経
済
的
に
も
高
く
つ
く
。
ま

し
て
、
放
射
能
事
故
は
最
悪
の
環
境
汚

染
。
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
の
見
通
し

も
な
い
」
と
迫
り
ま
し
た
。
電
力
側
は
、

夏
の
電
力
見
通
し
に
つ
い
て
、
予
備
率
は

一
・
二
％
と
な
る
と
説
明
。
こ
れ
に
対

し
、
「火
力
、
水
力
に
は
現
在
稼
動
し

て
い
な
い
設
備
が
あ
り
、
そ
れ
を
見
込

ん
で
い
な
い
。
原
発
の
稼
動
を
理
由
付

け
る
た
め
に
、
予
備
率
を
低
く
見
積

も
っ
て
い
る
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　
三
十
四
年
を
過
ぎ
た
一
号
機
の
廃
炉

に
つ
い
て
は
、
「古
い
か
ら
事
故
に
な
る
と

は
思
わ
な
い
。
点
検
を
し
な
が
ら
安
全

性
を
確
認
し
て
い
る
」
と
従
来
姿
勢
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。

　
現
在
停
止
し
て
い
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
三

号
機
に
つ
い
て
も
、
早
期
の
運
転
再
開

を
目
指
す
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
　
五
月
は
、
十
九
人

（う
ち
、
女

性
十
人
、
男
性
九
人
）、
六
月
は
、

十
五
人
（う
ち
七
人
、
男
性
八
人
）

か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

樫やん奮戦記⑯

年
齢
は
、
二
十
代
三
人
、

三
十
代
二
人
、
四
十
代
六

人
、
五
十
代
七
人
、
六
十

代
三
人
、
不
明
十
三
人
。

雇
用
形
態
は
、
正
規
十
八

人
、
契
約
・
臨
時
四
人
、

パ
ー
ト
一
人
、
不
明
十
一

人
。
相
談
内
容
は
、
解
雇
・

雇
止
め
四
人
、
退
職
強
要

三
人
、
賃
金
・
不
払
い
残

業
五
人
、
労
働
条
件
一

人
、
労
働
環
境
一
人
、
年

休
四
人
、
パ
ワ
ハ
ラ
五
人
、

労
災
一
人
、
雇
用
・
社
会

保
険
二
人
、
均
等
待
遇
一
人
、
組

合
結
成
・
加
入
二
人
、
そ
の
他
二

人
。
昨
年
十
月(

労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
総
会
後)

か
ら
の
累
計
は
、
相

談
者
数
二
六
二
人
、
組
合
加
入
数
二

十
六
人
で
す
。
五
月
と
六
月
の
相
談

者
の
傾
向
は
、
四
十
代
以
上
の
人
た

ち
か
ら
の
相
談
（十
六
人
）
が
多
数
あ

り
、
あ
る
一
定
職
業
経
験
を

積
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
中
高

年
層
の
人
た
ち
の
な
か
に
も

不
満
や
悩
み
を
抱
き
働
い
て

い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り

ま
し
た
。
事
例
（パ
ワ
ハ
ラ
）
の

紹
介
ー
病
院
の
事
務
職
で
働

い
て
い
る
男
性
か
ら
の
相
談
。

日
常
的
に
上
司
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ

を
う
け
、
う
つ
病
を
患
い
、
二

ケ
月
間
休
職
し
た
。

そ
の

後
、
復
職
し
た
が
十
三
万
六

千
円
も
の
賃
下
げ
を
さ
れ

た
。
し
か
し
、
パ
ワ
ハ
ラ
が
怖
く

て
何
も
言
え
な
い
状
態
で
働
い
て
い
る
。

あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
と

い
う
相
談
。
耳
を
疑
う
よ
う
な
ひ
ど
い

賃
下
げ

（額
）
で
は
あ
る
が
、
ア
ド
バ

イ
ス
で
は
パ
ワ
ハ
ラ
の
事
実
や
賃
下

げ
の
不
当
性
を
客
観
的
に
立
証
す

る
必
要
が
あ
る
。
一
人
で
の
解
決

は
非
常
に
困
難
な
の
で
、
組
合
に

入
っ
て
問
題
解
決
を
は
か
ろ
う
と

助
言
し
、
相
談
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
の
委
託
事
業
に
従

事
す
る
博
士
号
資
格
を
取
得
し
て

い
る
研
究
者
か
ら
の
相
談
で
は
、
主

に
四
人
～
五
人
の
グ
ル
ー
プ
で
そ
れ

ぞ
れ
が
独
自
の
研
究
開
発
を
す
る

な
か
で
、
相
談
者
が
す
ぐ
れ
て
先

進
的
な
研
究
結
果
を
出
す
た
び
に

グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
が
や
っ
か
み
相
談

者
を
村
八
分
的
に
追
い
や
っ
た
う

え
に
研
究
デ
ー
タ
ー
を
盗
み
取
り

し
た
り
、
デ
ー
タ
ー
を
消
去
し
た

り
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
。
い
わ

ゆ
る
典
型
的
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
。
ア
ド
バ
イ
ス
で
は
、
職
場

の
民
主
化
が
必
要
と
組
合
加
入
を

勧
め
て
い
ま
す
。

　
七
月
八
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
リ
ス
ト
ラ
裁
判

の
原
告
団
が
県
労
連
事
務
所
を
訪

れ
、
解
決
の
報
告
を
し
、
カ
ン
パ
を
西

山
委
員
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
不
当

配
転
の
是
正
を
争
っ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
リ
ス
ト
ラ

裁
判
は
二
月
二
十
五
日
、
高
松
高
裁

の
判
決
を
不
服
と
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
上
告

を
棄
却
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

約
九
年
に
及
ぶ
闘
い
は
、
勝
利
で
幕

を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
昨
年
の
十
月
に
Ｊ
Ｒ
の

『採
用

差
別
事
件
』
が
二
十
三
年
と
い
う
時

間
を
経
て
和
解
と
な
っ
た
、
全
動
労

か
ら
も
、
六
月
に
カ
ン
パ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
、
裁
判
で
は
不

当
労
働
行
為
に
対
し
て
前
進
と
な
る

判
決
が
く
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
運
動
が
、
大
企
業
の
横

暴
に
歯
止
め
を
掛
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
や
社
保
庁
で
も
、
不

当
解
雇
の
撤
回
を
求
め
て
多
く
の
労

働
者
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
「責

任
を
労
働
者
に
押
し
つ
け
る
大
企
業

を
許
さ
な
い
」
と
い
う
共
同
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
県
労
連
と
し
て
も
、

通
信
労
組
や
全
動
労
と
同
様
に
、
積

極
的
な
支
援
を
行
い
、
共
に
勝
利
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
リ
ス
ト
ラ
裁
判
・
原
告
の
方
々

四国電力高知支社への要請

　高知県社保協の２０１１年度総会が、 ６

月２５日高知県立大学で開催されました。

県立大の田中きよむ教授 （県社保協会

長） が、 「介護保険の１０年と介護保険改

革」 と題して講演。 その後、 田口事務局

長が２０１１年度議案を一括提案。 地域

から貧困を一掃しようと呼びかけたキャラ

バン行動、 乳幼児医療制度の拡大などこ

の間の運動の前進面について報告。 社

会保障を名目にした消費税引き上げ反対

などの方針を提起しました。 選ばれた役

員は次の通り、 会長･田中きよむ （高知

県立大学教授） 副会長･筒井敬二 （自治

労連） 副会長･山岡博明 （年金者組合）

事務局長･金子竜太 （県医労連）

　７月２ ・ ３日 （土 ・ 日） の二日間、 い

のちと健康を守る中国四国ブロックセミ

ナーが、 山口県山口市湯田温泉で行

われました。 中四国から約２００名以上

が参加し、 高知県から６名が参加しまし

た。 東京社会医学研究センターの村上

剛志さんと、 山口民医連の野田浩夫さ

んが講義を行いました。

　７月９ ・ １０日に第５７回原水爆禁止四

国大会が愛媛県新居浜で開催されまし

た。 四国から２７０名余りが参加しまし

た。 初日には、高知県太平洋核実験被

災支援センターの山下正寿事務局長が

講演を行いました。 ２日目はさまざまな

分科会に分かれ学習を行いました。

郵
政
産
業
労
働
組
合

（郵
産
労
）

は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
、
五
度
の
Ｉ
Ｌ

Ｏ
（国
際
労
働
機
関
）
訪
問
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
五
月
二
十
三
日

よ
り
、
六
度
目
の

「Ｉ
Ｌ
Ｏ
訪
問
と

デ
ン
マ
ー
ク
の
旅
」に
参
加
し
た
、
郵

産
労
高
知
支

部
の
筒
井
潤

支
部
長
四
度

目
の
訪
問
）に

お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

―
今
回
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
訪
問
の
目
的

は
？

　
郵
政
民
営
化
見
直
し
の
運

動
、
非
正
規
労
働
者
の
正
規
社

員
化
を
求
め
る
運
動
の
到
達
点

を
報
告
し
、
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
。
そ
し
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
を

ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ
き
か
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
日
本
で
の
運

動
に
活
か
す
こ
と
。
ま
た
、
Ｊ

インタビュー
Ａ
Ｌ
に
よ
る
百
六
十
五
名
の
不
当
解
雇

撤
回
闘
争
へ
の
支
援
と
国
際
的
な
監

視
を
要
請
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

―
Ｉ
Ｌ
Ｏ
か
ら
見
た
日
本
と
は
？

　
条
約
の
多
く
を
批
准
し
て
い
な
い
こ

と
に
対
し
て
は
問
題
意
識
を
持
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
し
か
し
、
私
が
、
郵

政
に
お
け
る
高
齢
者
の
再
雇
用
問
題

（再
雇
用
を
希
望
し
て
も
人
事
評
価

と
、
面
接
、
作
文
に
よ
っ
て
判
断
さ

れ
る
）に
つ
い
て
発
言
し
た
際
に
は
「統

計
上
、
日
本
は
若
年
層
に
比
べ
て
五

十
歳
以
上
の
雇
用
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

派
遣
労
働
者
の
高
齢
者
も
六
万
件
以
上

も
あ
り
、
高
齢
化
社
会
に
日
本
は
対
処

し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
」
と
答
え
、

働
か
ざ
る
を
得
な
い
日
本
の
年
金
や
社

会
福
祉
の
貧
困
の
部
分
が
十
分
に
理
解

さ
れ
て
な
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

―
今
回
の
訪
問
の
成
果
は
？

　
郵
政
で
の
一
〇
万
人
正
社
員
化
に
つ
い

て
Ｉ
Ｌ
Ｏ
百
十
一
号
条
約

（雇
用
及
び

職
業
に
つ
い
て
の
差
別
待
遇
）、
Ｉ
Ｌ
Ｏ

百
二
十
二
号
条
約
（雇
用
政
策
）
が
活

用
で
き
る
こ
と
が
、
非
正
規
雇
用
の
問

題
が
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
全
世
界
的

に
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
も
重
要
な
課
題

と
位
置
付
け
て
お
り
、
非
正
規
労
働

者
の
正
規
化
の
国
際
基
準
の
設
定
を
検

討
し
て
お
り
、
こ
の
秋
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
準
備
し
て
い
ま
す
。
郵
産
労
は

「郵

政
一
〇
万
人
正
規
採
用
の
正
当
性
」
の

意
見
書
を
情
報
提
供
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

Ｌ
の
不
当
解
雇
問
題
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
も

積
極
的
に
勝
利
に
向
け
て
支
援
す
る
姿

勢
で
し
た
。
勝
利
への
展
望
が
開
け
た
と

航
空
労
組
連
の
皆
さ
ん
と
喜
び
あ
い
ま

し
た
。

―
デ
ン
マ
ー
ク
訪
問
の
目
的
は
？

　
「世
界
一
幸
福
な
国
」
と
い
わ
れ
て
お

り
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
提
起
す
る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト

ワ
ー
ク
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
国
の
政
策
と
、
労
働
組
合
が
果
た

す
役
割
を
学
ぶ
こ
と
で
す
。
国
家
・
使

用
者
・
労
働
者
の
三
者
が
尊
重
し
理
解

し
合
っ
て
い
て
、
「黄
金
の
三
角
形
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
八
〇
％

の
高
い
組
織
率
を
誇
る
労
働
組
合
が
百

年
を
か
け
て
形
成
し
て
き
た
デ
ン
マ
ー
ク

社
会
の
労
働
モ
デ
ル
で
す
。
充
実
し
た

保
障
（医
療
、
教
育
の
無
用
化
や
、
九

割
保
障
で
二
年
間
の
失
業
給
付
制
度
）、

そ
し
て
失
業
し
て
も
技
能
訓
練
で
再
就

職
を
実
現
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
機
能

し
て
お
り
、
労
働
者
も
安
心
し
て
働
い

て
い
る
と
い
う
印
象
で
す
。
フ
レ
キ
シ
ビ

リ
テ
ィ
（安
全
性
を
伴
っ
た
柔
軟
性
）
と

い
う
概
念
も
新
し
い
発
見
で
し
た
。

―
今
回
の
訪
問
を
ど
う
活
か
し
て
い
か

れ
ま
す
か
？

　
郵
産
労
は
、
国
際
的
な
基
準
で
日
本

を
変
え
て
い
く
運
動
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
組
合
事
務
所
不
貸
与
の
問
題
で

も
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
への
提
訴
に
よ
っ
て
、
多
く

の
支
部
に
組
合
事
務
所
が
設
置
さ
れ
る

な
ど
の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
宅
配

統
合
の
失
敗
に
よ
る
大
き
な
赤
字
を
、

非
正
規
労
働
者
の
解
雇
、
ボ
ー
ナ
ス
の

一･

三
ヶ
月
カ
ッ
ト
な
ど
労
働
者
に
犠
牲

を
押
し
つ
け
、
こ
の
ま
ま
で
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
の

よ
う
に
な
る
と
過
大
な
ノ
ル
マ
営
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
自
爆
営
業
が
蔓
延
し
、

す
さ
ん
だ
職
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
赤

字
論
を
理
論
的
に
打
ち
破
る
と
と
も

に
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
よ
う
に
な
る
と
い
う
攻
撃

に
反
撃
す
る
た
め
に
も
、
今
後
高
知
で

も
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
不
当
解
雇
撤
回
の
支
援

集
会
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。


